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市
は
平
成
　
年
１
月
に
、
国
の
鳥

１８

獣
保
護
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
甲
子

園
浜
の
一
部
を
市
条
例
に
よ
る
「
生

物
保
護
地
区
」
に
指
定
し
ま
し
た
。

　
減
少
し
て
い
る
渡
り
鳥
を
保
護
す

る
た
め
、
シ
ギ
や
チ
ド
リ
類
が
飛
来

す
る
４
月
１
日
か
ら
５
月
　
日
ま

３１

で
、
同
条
例
に
基
づ
き
、
指
定
区
域

＝
左
図
参
照
＝
へ
の
立
入
り
を
制
限

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

　
☆
村
西
進
さ
ん（
津
門
住
江
町
）　

西
宮
市
監
査
委
員
と
し
て
、
長
年
に

わ
た
り
卓
越
し
た
識
見
と
豊
か
な
専

門
知
識
で
監
査
事
務
に
取
り
組
み
、

本
市
の
行
政
事
務
の
向
上
と
市
政
の

発
展
に
寄
与
す
る
な
ど
、
西
宮
市
の

健
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

　
☆
横
田
久
惠
さ
ん
（
里
中
町
１
丁

目
）
　
長
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た

福
祉
活
動
を
展
開
。
ま
た
西
宮
市
民

生
委
員
・
児
童
委
員
会
副
会
長
、地
区

会
長
と
し
て
委
員
の
資
質
向
上
お
よ

び
後
進
の
指
導
育
成
に
も
尽
力
し
、

本
市
の
地
域
福
祉
の
推
進
に
貢
献

　
☆
米
田
宏
已
さ
ん（
奥
畑
）　
長
年

に
わ
た
り
顧
問
弁
護
士
と
し
て
、
競

輪
訴
訟
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
困

難
な
訴
訟
・
調
停
事
件
の
解
決
に
尽

力
。
ま
た
本
市
の
各
種
委
員
等
を
歴

任
し
、
卓
越
し
た
識
見
で
的
確
な
指

導
・
助
言
を
行
い
、
本
市
の
行
政
推

進
に
貢
献

　
☆
和
田
健
二
さ
ん（
深
津
町
）　
西

　
☆
粕
田
光
男
さ
ん（
津
門
稲
荷
町
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
、
公
立

保
育
所
で
の
ビ
オ
ト
ー
プ
作
り
の
指

導
と
維
持
管
理
に
力
を
注
ぎ
、
子
ど

も
た
ち
が
身
近
な
自
然
と
触
れ
合

い
、
自
然
の
仕
組
み
を
学
習
で
き
る

場
を
提
供
し
、
本
市
の
環
境
教
育
の

推
進
に
貢
献

　
☆
髙
野
武
志
さ
ん（
瓦
林
町
）　
西

宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
理
事
長
と
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
に
尽

力
す
る
と
と
も
に
、
西
宮
市
シ
ニ
ア

ラ
イ
フ
協
会
理
事
長
と
し
て
地
域
福

祉
の
向
上
に
努
め
る
な
ど
本
市
の
明

　
市
は
、
子
ど
も
の
細
菌
性
髄
膜
炎

を
予
防
す
る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

　
手
続
き
方
法
な
ど
問
合
せ
は
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
健
康
相
談
窓
口

　
今
年
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

ウ
ェ
ー
ブ
は
開
館
　
周
年
を
迎
え
ま

１０

す
。

　
市
は
、
ウ
ェ
ー
ブ
で
　
月
ご
ろ
に

１０

開
催
予
定
の
イ
ベ
ン
ト
「
い
き
い
き

フ
ェ
ス
タ
」
の
企
画
・
運
営
を
行
う

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
た
イ
ベ
ン
ト
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア

イ
デ
ア
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
【
応
募
方
法
】
「
応
募
動
機
（
も

し
く
は
提
案
し
た
い
企
画
と
そ
の
理

す
。
　
申
込
は
い
ず
れ
も
所
定
の
申
込
書

を
西
宮
市
ス
ク
ー
リ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
神
祇
官
町
２
―
６
総
合

教
育
セ
ン
タ
ー
内
☎
０
７
９
８
・
６

７
・
６
８
６
０
）
へ
持
参
を
。
　
※

申
込
書
は
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
配

布
し
て
い
る
ほ
か
、
同
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.nis

　
教
育
委
員
会
は
、
不
登
校
の
児

童
・
生
徒
を
支
援
す
る
「
居
場
所
サ

ポ
ー
タ
ー
」
と
「
学
習
補
助
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
教
室
に
入
れ
な
い
、
ま
た
は
長
期

間
学
校
に
登
校
で
き
な
い
状
態
に
あ

る
子
ど
も
た
ち
の
学
習
相
談
に
乗
っ

た
り
、
話
し
相
手
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
心
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

阪神電鉄

西宮浜

鳴尾浜
立入制限区域

枝
川

甲子園浜甲子園浜甲子園浜

宮
市
社
会
福
祉
協
議
会
瓦
木
分
区

長
、
瓦
木
支
部
長
を
歴
任
し
、
地
域

福
祉
の
推
進
に
尽
力
。
ま
た
同
協
議

会
児
童
育
成
委
員
会
委
員
長
と
し
て

留
守
家
庭
児
童
育
成
セ
ン
タ
ー
の
充

実
に
も
力
を
注
ぐ
な
ど
、
心
の
通
っ

た
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

　
☆
聖
和
大
学
教
育
学
部
幼
児
教
育

学
科
　
藤
木
ゼ
ミ
ク
ラ
ス（
岡
田
山
）

長
年
に
わ
た
り
上
ケ
原
小
学
校
の
通

学
路
に
お
い
て
、
安
全
確
保
の
た
め

登
校
す
る
児
童
を
見
守
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
い
、
児
童
と
の
触
れ

合
い
を
通
し
て
地
域
住
民
と
の
交
流

を
深
め
る
な
ど
、
本
市
の
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

　
☆
日
本
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
櫨
塚
町
）　
国
内
外

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
行
政
・
企

業
等
と
の
連
携
を
呼
び
か
け
、
被
災

者
救
援
、
被
災
地
域
の
復
興
活
動
を

支
援
。
ま
た
地
域
防
災
マ
ッ
プ
作
り

の
指
導
等
を
通
じ
て
市
民
の
防
災
意

識
の
向
上
を
図
る
な
ど
、
本
市
の
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

由
）
」
、
住
所
、
氏
名
（
グ
ル
ー
プ

の
場
合
は
グ
ル
ー
プ
名
と
代
表
者

名
）
、
電
話
番
号
を
書
い
た
も
の
を

郵
送
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
４
月
　
日
（
必

２０

着
）
ま
で
に
ウ
ェ
ー
ブ
（
〒
６
６
３

―
８
２
０
４
高
松
町
４
―
８
プ
レ
ラ

に
し
の
み
や
４
階
☎
０
７
９
８
・
６

４
・
９
４
９
５
死vo_jyosei@

nis
hi.or.jp

）
へ
。
持
参
も
可

hi.or.jp/hom
epage/sougou/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

　
怯
居
場
所
サ
ポ
ー
タ
ー
　
市
立

小
・
中
学
校
の
相
談
室
な
ど
で
の
活

動
（
月
曜
～
金
曜
の
中
で
、
学
校
と

相
談
の
う
え
派
遣
日
を
決
定
。
１
回

３
時
間
程
度
）
。
対
象
は
教
師
を
目

指
し
て
い
る
か
、
臨
床
心
理
・
社
会

福
祉
な
ど
を
学
ぶ
大
学
生
・
大
学
院

生　
怯
学
習
補
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
総

合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
適
応
指
導
教
室

で
の
活
動
（
火
曜
～
金
曜
の
う
ち
週

１
・
２
回
。
１
回
３
時
間
程
度
）

　
問
合
せ
は
甲
子
園
浜
自
然
環
境
セ

ン
タ
ー
（
０
７
９
８
・
４
９
・
６
４

０
１
）
へ
。

　
怯
環
境
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
　
４
月
　
日
正
午
に
阪
神
甲
子
園

１７

駅
東
側
改
札
に
集
合
。
甲
子
園
浜
の

野
鳥
観
察
や
歴
史
の
学
習
な
ど
を
通

し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
。
対
象
は
　
歳
以
上
。
在
勤
・

１８

在
学
者
可
。
受
講
料
無
料
。
定
員
　３０

人
。
申
込
は
４
月
１
日
午
前
９
時
か

ら
電
話
で
甲
子
園
浜
自
然
環
境
セ
ン

タ
ー
へ
。
先
着
順

　
怯
エ
コ
ツ
ア
ー
＆
野
鳥
観
察
会
　

５
月
　
日
正
午
に
甲
子
園
浜
自
然
環

１５

境
セ
ン
タ
ー
に
集
合
。
参
加
費
無

料
。
申
込
は
４
月
１
日
午
前
９
時
か

ら
電
話
で
甲
子
園
浜
自
然
環
境
セ
ン

タ
ー
へ

　市は平成２２年度から、市営住
宅の新規入居者の募集を年３回か
ら４回に変更します。
　２２年度の１回目の募集は４月
に、２回目以降は７・９月、来年
１月に行います。なお、高齢者・
障害者・母子（父子）世帯・多子世
帯・子育て世帯への優先枠は、
４・９月、来年１月の募集の際に
設定する予定です。
　問合せは西宮市営住宅北部管理
センター（０７９８・３５・５０２８）
へ。

　４月に市営住宅の新規入居者を
募集します。
　申込書の配布、募集期間は４月
１２日から２３日までです。なお、
募集戸数、応募要領など詳しくは
本紙４月１０日号でお知らせする
予定です。

　
市
は
、
平
成
　
年
３
月
に
「
公
立

２１

学
校
施
設
耐
震
化
推
進
計
画
」
を
策

定
し
、
対
象
と
な
る
す
べ
て
の
学
校

施
設
を
　
年
度
ま
で
に
耐
震
化
す
る

２３

よ
う
進
め
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
耐
震
補
強
工
事
の
工

期
長
期
化
に
伴
う
学
校
運
営
へ
の
支

障
な
ど
を
考
慮
し
、
耐
震
化
推
進
計

画
を
見
直
し
、
改
正
し
ま
し
た
。
改

正
後
の
計
画
で
は
、
　
年
度
か
ら
　

２２

２５

年
度
ま
で
の
４
年
間
を
２
期
に
分

け
、
耐
震
化
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
　
年
度
は
大
規
模
地
震
で

２１

倒
壊
ま
た
は
崩
壊
の
危
険
性
が
高
い

と
さ
れ
る
施
設
を
優
先
し
補
強
工
事

し
ま
し
た
。

　
問
合
せ
は
施
設
計
画
グ
ル
ー
プ

（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
８
９
１
）へ
。

　
※
同
計
画
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ア
ド
レ
ス
は
ペ
ー
ジ
下
参
照
）
の

「
く
ら
す
西
宮
」
の
中
の
「
教
育
」

に
掲
載
し
て
い
ま
す

（
０
７
９
８
・
３
５
・
０
２
３
６
）へ
。

　
【
対
象
】
次
の
要
件
す
べ
て
を
満

た
す
こ
と
▽
接
種
時
に
生
後
２
カ
月

以
上
２
歳
未
満
で
あ
る
（
※
）
▽
市

町
村
民
税
所
得
割
額
が
　
万
５
０
０

２３

０
円
未
満
の
世
帯
で
あ
る

　
【
接
種
回
数
】
生
後
２
カ
月
～
６

カ
月
…
４
回
▽
生
後
７
カ
月
～
　
カ
１１

月
…
３
回
▽
生
後
　
カ
月
～
　
カ
月

１２

２３

…
１
回

　
【
助
成
額
】
接
種
１
回
に
つ
き
接

種
費
用
の
半
額（
上
限
４
０
０
０
円
）

　
※
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
に
接

２３

３１

種
す
る
場
合
に
限
り
、
　
年
度
中
に

２２

２
歳
に
な
っ
た
子
も
対
象
に
な
り
ま

す
（
接
種
回
数
は
１
回
）

４月１日から

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集集

心
の
成
長

まちづくり賞　贈呈式

４月に入居者を募集
詳しくは次号で

毅立入り制限区域の周辺図毅

　
市
は
、「
西
宮
市
ま
ち
づ
く
り
賞
」

の
受
賞
者
を
決
定
し
、
３
月
９
日
に

贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
活
力
と
潤
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
都
市
の
基
盤

整
備
や
教
育
・
文
化
・
福
祉
な
ど
の

分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
個
人
・
団
体

に
贈
る
も
の
で
す
。
受
賞
者
は
次
の

６
個
人
と
２
団
体
で
す
。

　
問
合
せ
は
秘
書
・
国
際
課
（
０
７

９
８
・
３
５
・
３
４
３
２
）
へ
。

子
ど
も
の

を
サ
ポ
ー
ト

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
を
助
成

ヒ
ブ
ワ
ク
チ

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ンン

接
種
費
用
を
助

　
接
種
費
用
を
助
成成
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寒 刊苅苅苅苅苅


